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〇
十
月
一
一
十
一
日(
木)
午
後
三
時
よ
り
、
尋 
源
館
講
堂
に
お
い
て
、
真
宗
学
会
大
会
が
開
催 
さ
れ
た
。
発
表
者
並
び
に
発
表
題
目
は
次
の
通 
り
で
あ
る
。
「
凡
夫
に
開
か
れ
る
仏
道
」
本
学
教
授
中
川
皓
三
郎 
「苦
悩
の
意
味
—
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク 
ル
の
人
間
観
—
」
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
山
田
邦
男 
〇
十
一
月
二
日(
火)
午
後
五
時
五
十
分
よ
り 
修
士
論
文
中
間
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
発
表 
者
と
発
表
題
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
「
聞
思
し
て
遅
慮
す
る
こ
と
な
か
れ 
—
三
願
転
入
の
考
察
—
」 
青
木
玲
 
「
親
鸞
の
信
心
と
清
沢
満
之
の
信
念
—
軌
を
ー 
に
す
る
信
仰
的
自
覚
—
」 
相
楽
真
裕 
「法
然
の
念
仏
思
想
」 
斉
藤
蒙
光 
「
三
願
的
証
」 
塚
崎
拓
也 
〇
十
一
月
十
八
日(
木)
午
後
一
時
よ
り
本
学 
講
堂
に
お
い
て
、
学
内
会
員
並
び
に
有
志
に
よ 
っ
て
鸞
音
忌
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。
伊
東
慧
明 
氏
よ
り
「
曽
我
量
深
先
生
」
と
題
し
て
記
念
講 
演
を
い
た
だ
い
た
。
〇
十
二
月
二
日(
木)
午
後
五
時
五
十
分
よ
り
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
発
表 
者
と
発
表
題
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「観
仏
本
願
力
」 
杉
山
慧
子 
「親
鸞
の
宿
業
観
」 
荒
川
慶
量 
「機
の
深
信
と
部
落
差
別
—
曽
我
量
深
「異
る 
を
歎
く
」
を
通
し
て
—
」 
湯
朝
芙
美 
「
人
間
の
解
放
—
弥
陀
の
本
願
を
通
し
て
一
」 
多
田
誓
弥 
「
願
生
浄
土
」 
豊
田
直
来 
「
死
生
命
あ
り
、
富
貴
天
に
あ
り
」
後
藤
智
道 
「
親
鸞
の
信
心
観
」 
圓
谷 
淳 
〇
真
宗
学
会
例
会
活
動
報
告
，
第
三
回
例
会
九
月
二
十
一
日(
火)
午
後
五
時
五
十
分
よ
り 
「親
鸞
に
お
け
る
雑
の
概
念
—
雑
行
か
ら
雑
心 
へ
の
展
開
—
」博
士
課
程
一
回
生
三
木
朋
哉 
「
求
道
的
教
学
者
に
学
ぶ
こ
と
」
本
学
専
任
講
師
水
島
見
ー
・
第
四
回
例
会
十
月
十
二
日(
火)
午
後
五
時
五
十
分
よ
り
「
真
実
信
心
と
菩
提
心
」
博
士
課
程
二
回
生
藤
間
哲
祐 
「
親
鸞
の
五
念
門
理
解
の
考
察
—
論
主
の
一
心
を
手
が
か
り
と
し
て
—
」 
博
士
課
程
一
回
生
安
藤
義
浩
-
第
五
回
例
会 
十
一
月
九
日(
火)
午
後
五
時
五
十
分
よ
り 
「
娘
の
疑
問
・
妻
の
答
—
"
恵
信
尼
消
息
』
弘 
長
三
年
二
月
十
日
付
け
の
消
息
の
考
察
—
」 
博
士
課
程
三
回
生
廣
田
万
里
子
「
真
宗
の
倫
理
」博
士
課
程
二
回
生 
森 
剛
史 
・
第
六
回
例
会
十
二
月
十
四
日(
火)
午
後
五
時
五
十
分
よ
り 
「
入
願
海
—
三
願
転
入
の
考
察
—
」
博
士
課
程
三
回
生
義
盛
幸
規 
「
親
鸞
の
仏
弟
子
観
—
釈
迦
諸
仏
の
弟
子
—
」 
博
士
課
程
二
回
生
斉
藤
研
 
編
集
後
記
 
親
鸞
教
学
第
八
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
発 
刊
が
大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
ま
ず
お 
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
第
八
〇
号
よ
り 
清
沢
満
之
没
後
一
〇
〇
年
特
集
と
し
て
特
集
号 
を
組
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
今
号
よ
り
通
常
号 
に
戻
り
ま
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
本
号
で
は
、
延
塚
知
道
教
授
の
「
無
碍
道 
(
下)
」
と
題
す
る
論
考
を
巻
頭
に
掲
載
し
ま 
し
た
。
こ
れ
は
第
七
九
号
掲
載
論
文
の
続
稿
で 
す
。
凡
夫
に
実
現
す
る
仏
道
と
は
如
何
な
る
仏
117
道
で
あ
る
の
か
を
、
本
願
成
就
文
に
た
ず
ね
な 
が
ら
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
仏
道
と
は
、
 
浄
土
を
立
脚
地
と
し
た
願
生
浄
土
の
仏
道
で
あ 
り
、
そ
こ
に
「
無
碍
」
な
る
人
生
が
開
か
れ
る 
こ
と
を
論
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。
加
来
雄
之
助
教
授
に
は
「
清
沢
満
之
と
多
田 
鼎
の
宗
教
言
説
観
」
と
題
す
る
論
考
を
お
寄
せ 
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第
八
二
・
八
三
合
併 
号
掲
載
論
文
の
続
稿
で
す
。
清
沢
批
判
を
行
っ 
た
多
田
の
言
行
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
 
「宗
教
言
説
」
と
い
う
視
点
か
ら
清
沢
の
宗
教 
的
信
念
の
境
地
を
確
か
め
て
お
ら
れ
ま
す
。 
水
島
見
一
専
任
講
師
に
は
「
敗
戦
と
直
ハ
宗
」 
と
題
す
る
論
考
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。
敗
戦 
後
の
混
乱
期
に
お
け
る
大
谷
派
教
団
の
歩
み
に 
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
清
沢
の
「
精
神 
主
義
」
を
継
承
す
る
先
学
た
ち
の
思
想
と
実
践 
に
注
目
し
て
、
教
団
再
興
の
精
神
を
確
か
め
て 
お
ら
れ
ま
す
。
本
学
任
期
制
助
手
の
本
明
義
樹
氏
に
は
「法 
然
に
お
け
る
「
不
廻
向
」
に
つ
い
て
—
親
鸞
の 
廻
向
思
想
形
成
に
関
す
る
一
考
察
—
」
と
題
し 
て
、
日
頃
の
研
究
の
一
端
を
寄
稿
し
て
頂
き
ま 
し
た
。
ま
た
、
清
沢
満
之
特
集
の
間
、
休
止
し 
て
い
ま
し
た
安
田
理
深
先
生
と
金
子
大
榮
先
生 
の
二
つ
の
講
義
録
も
従
来
通
り
続
け
て
掲
載
し
ま
し
た
。
親
鸞
教
学
は
、
第
八
〇
号
よ
り
五
号
に
わ
た 
っ
て
清
沢
満
之
特
集
が
組
ま
れ
た
。
そ
れ
は
没 
後
一
〇
〇
年
を
機
縁
と
し
て
、
清
沢
の
果
た
し 
た
仕
事
を
再
確
認
し
た
い
と
い
う
願
い
の
下
に 
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の 
事
業
が
一
段
落
し
た
今
、
次
に
視
野
に
入
っ
て 
く
る
の
が
六
年
後
に
控
え
た
親
鸞
聖
人
七
五
〇 
回
御
遠
忌
で
あ
る
。
当
然
、
親
鸞
教
学
の
編
集 
も
御
遠
忌
と
い
う
大
き
な
事
業
を
意
識
し
た
編 
集
へ
と
移
っ
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ 
れ
は
清
沢
が
終
わ
っ
た
か
ら
次
は
親
鸞
へ
と
い 
う
よ
う
な
、
単
に
歴
史
的
な
事
業
に
乗
っ
か
る 
と
い
う
安
易
な
姿
勢
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ 
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
親
鸞
に
学
ぶ
我
々
が
、
 
本
当
に
親
鸞
の
言
葉
に
誠
実
に
向
き
合
っ
て
い 
る
で
あ
ろ
う
か
、
一
人
一
人
が
自
ら
の
学
び
を 
再
確
認
す
る
機
縁
と
な
る
よ
う
な
取
組
み
が
、
 
成
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。 
で
は
、
我
々
の
学
び
と
は
一
体
ど
う
い
う
も 
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
然
、
そ
の
対
象
は
親
鸞
の 
言
葉
で
あ
り
、
『教
行
信
証
」
に
他
な
ら
な
い 
が
、
金
子
大
榮
が
『真
宗
学
序
説
』
の
中
で
、
 
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。 
「
『教
行
信
証
」
が
学
の
対
象
で
な
く
し
て
、
『教
行
信
証
』
が
学
の
対
象
と
し
て
い
た
も
の 
が
、
本
当
の
真
宗
学
の
対
象
で
な
け
れ
ば
な
ら 
ぬ
」
。
こ
の
金
子
の
言
葉
の
中
に
、
我
々
の
学 
の
方
向
性
が
指
し
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
 
真
宗
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
、
親
鸞
の
言
葉
に
忠 
実
で
あ
り
、
厳
密
で
あ
る
こ
と
が
第
一
で
は
あ 
る
け
れ
ど
も
、
文
字
面
に
拘
泥
し
て
い
る
限
り 
そ
れ
は
本
当
の
学
問
と
は
な
ら
な
い
。
親
鸞
が 
ど
の
よ
う
な
課
題
を
持
っ
て
真
宗
を
学
ん
で
い 
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
、
我
々
自
身 
学
ぶ
こ
と
の
意
味
が
あ
る
。
こ
の
学
び
は
、
 
「
な
ぜ
親
鸞
に
学
ぶ
の
か
」
と
自
分
自
身
に
問 
い
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
営
み
に
お
い
て
こ
そ 
満
た
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
姿
勢
に
お 
い
て
の
み
、
親
鸞
の
言
葉
に
本
当
に
向
き
合
っ 
て
い
る
と
言
い
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
親
鸞
に
学
ぶ
我
々
に
お
け
る
誠
実
さ
と
は
、
そ 
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
親
鸞
教
学
は
、
一
人
一
人
の
学
び
を
表
現
す 
る
場
で
あ
る
。
そ
の
場
は
、
ま
た
自
ら
の
誠
実 
さ
を
果
た
す
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
思
い 
を
致
し
た
い
。 
(
文
責
山
田
)
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